
「何より『人』を大切に、

『人』が輝けるステージを作り上げていきたい」

株式会社 YMG
代表取締役

宮澤 裕介

10 代から道路工事やアスファルト舗装工事に携わってきた宮澤社長。

どれだけ不甲斐なさに打ちのめされようと前だけを向き、必死に技術を磨いてきた。

そうして独立を果たし、『YMG』の舵取りを担うようになった今。

従業員には決して口出しをせずに、そっと成長を後押しする─

「従業員がやりたいことができる会社」を実現することが、創業時からの変わらぬ信条だ。

働く人の気持ちを最優先に考え、一人ひとりが輝けるステージを共に作り上げていく。
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─早速ですが、宮澤社長の歩みから。
　学生時代は車やバイクが好きで、ス
ケートボードやスノーボードにも打ち込
んでいました。一方で将来の夢や、やっ
てみたい仕事は特になく、学業を終えて
からもなかなか進路が定まらなかったん
です。そんな時、道路工事や舗装工事を
手掛ける会社の専務をしていた父から
「遊んでいるなら働け」と言われて、そ
ちらの会社でお世話になることに。それ
が今の仕事と出会ったきっかけです。
─それから道一筋に歩んでこられたの
ですね。お仕事を始めてみて、いかがで
したか。
　当時はまだ 10 代でしたし、「遊ぶため
のお金を稼いでいる」という感覚が大き
かったですね。けれども、どこに行って

も自分が一番の下っ端で。次第に早く仕
事を覚えたい、誰にも負けたくないとい
う気持ちが芽生えてきました。そうし
て、常に「どうすればスキルを上げられ
るか」を考えて仕事をするようになった
んです。
─徐々に意識が変わってきたと。
　ええ。その後、その会社が事業から撤
退することになり、父が別の会社に引っ
張られまして。私もお声がけいただいて
そちらに移りました。大手の関連会社で、
私と同世代でもキャリアが長く、仕事が
できる人ばかり。何度も不甲斐ない思い
をしました。それが原動力にもなり、「25
歳までに、絶対に見返してやる」という
気持ちだけで必死に努力を積み重ねてい
きました。そうして月日は流れ、25 歳

従業員一人ひとりの成長を後押しし
「やりたいことができる会社」を実現

2015 年の創業以来、道路工事や
アスファルト舗装工事をはじめ、
外構工事、エクステリア工事など
を手掛けている『YMG』。様々な
特殊重機を操縦するプロフェッ
ショナル集団で、公共工事・民間
工事を問わず豊富な実績を誇って
いる。2018 年には法人化を実現
した同社を力強く牽引する宮澤社
長のもとを、本日はタレントの松
尾伴内氏が訪問。10 代から道一
筋だというその歩みや、事業にか
ける熱き想いに迫った。

になったある時、会社の忘年会で発言す
る機会がありまして。「自分にも現場一
式を任せてほしい」と皆の前で言ったん
です。それだけ自分の腕には自信があっ
たんですよ。ところが、「それでは会社
が成り立たないから」と一蹴されてしま
いました。その瞬間、ここにいてもこれ
以上は成長できないと感じ、独立を考え
るようになったんです。
─実際に独立されたのは、おいくつの
時だったのでしょう。
　31 歳の時でした。ただ、きちんとし
た会社として立ち上げたわけではありま
せん。28 歳ぐらいのころから人を集め
て現場に行くようになったのですが、そ
んなスタイルで仕事をしていても、会社
としての実態がないから人が離れていく
んです。人がいなくなれば何も残らな
いのは明白。これでは駄目だと思って
2015 年に立ち上げたのが『YMG』です。
ただ、スタートして 3年目ぐらいまでは
苦しかったですね。現場と事務作業でフ
ル回転でしたが、率先して動かないと誰
もついてこないと思って働き詰めでし
た。そうして少しずつ仕事も増え、よう
やく基盤も整い、2018 年には法人化を
果たして現在に至ります。ここまで来ら
れたのは、お付き合いいただいている企
業様の協力があったからこそ。本当に感
謝しています。
─堅調に舵取りを担われているご様子
です。経営者としては、どんなことを大
切に会社づくりをされていますか。
　「従業員がやりたいことができる会社」
を目指しています。立ち上げ当初、仲間
たちに、どうして私についてきてくれた
のか聞いてみたんですよ。すると、「や
りたいことができると思ったから」と。
その時に、それが自分の目標になりまし

た。この仕事は最初と最後は決まってい
るので、そこさえ守れたらその間の工程
は人それぞれの裁量で良い。やり方には
口出ししないで任せることを基本にして
います。
─それぐらい、人によってやり方が違
うものなのでしょうか。
　はい。人によっても、地域によっても、
業者によっても違うんです。たとえば水
回りの配管工事なら、こちらの地域では
基礎を打ってから配管をしますが、支店
がある山形では基礎を打って一部を開け
ておいて、配管が終わってからまた基礎
を打つんですね。どんなやり方をしよう
と口出しはしません。他のメンバーにつ
いても同様です。
─信頼しているからこそ、任せられる
のでしょうね。
　ええ。口出しをすると、その人の成長
を止めてしまうことになる。かつて私自
身もそんな経験があるので、皆には同じ
思いをさせたくない。皆が早く成長して
独立してくれたら嬉しく思いますね。
─大きな戦力を失うことにもなるで
しょうし、ライバル関係にもなるかもし
れない。従業員さんに独立されたら困

るという経営者もいらっしゃいるでしょ
う。しかし、社長はそうではないと。
　はい。独立しても関係が途切れるわけ
ではありません。一緒に仕事をしていけ
るので、むしろ心強いですよ。私にとっ
て従業員は家族と同義。最も優先するも
のであり、たとえ独立したとしても、変
わりません。外国人も雇用していますが、
家族としてできるだけのことをしてあげ
たいと思っています。
─社長は本当に人を大切にされている
ということが伝わってきますね。
　損するのも得するのも、全て人。人を
ないがしろにすれば、いずれ自分にも
返ってきますし、人が働きやすい環境を
つくり、皆がやりたいことを応援してい
きたいと思っています。
─素晴らしい姿勢です。最後に、これ
からの展望をお聞かせください。
　「従業員がやりたいことができる会社」
の実現に向けて邁進するのみです。また、
現在グループとして 5つの会社で協力し
ながら仕事をしています。今後は『YMG
グループ』として、確かな成長軌道を描
いていきたいですね。

（2022 年 1月取材）

株式会社 YMG
宮城県富谷市志戸田沢田38
URL：https://www.ymg-co.com/

c o l u m n「三角」ではなく、「丸」を目指して

▼『YMG』は高速道路や県道・市道などの道路工事やアスファルト舗
装工事を手掛ける企業。アスファルトフィニッシャーやバックフォーな
どの特殊重機を操縦するオペレーターが多数在籍する、道路舗装工事の
プロフェッショナル集団だ。道路の新設はもちろん、老朽化した道路の
更新工事や災害時の応急処置、復旧工事など、地域の暮らしに欠かせな
い道路を守り続けている。
▼道路工事、外構工事などを手掛ける協力会社から構成される『YMG
グループ』と『YMG』のロゴマークは同じで、丸の中に「YMG」と描
かれたもの。「建設業界はピラミッド式ですが、私はやり方次第で丸にで
きると思うんです。ピラミッドだと上が潰れたら、下も潰れてしまう。
けれども丸く輪になっていれば、角がないから欠けることはありません。
誰が上で誰が下ではなく、皆が同じ立場で仲間として関わっていきたい」
と宮澤社長。今後はさらに仲間を増やし、輪を広げていく考えだ。

「対談では宮澤社長の奥様にもお話を伺うことができま
した。社長の人となりについて、『人に対してすごく優
しくて思いやりがある』と語ってくださいました。実際
に社長お話をさせていただいていても、そんなお人柄が
伝わってきましたね。社長だからと偉ぶることもなく、
従業員さん思いの温かい方で、本当に楽しい時間を過ご
すことができました！」	 松尾 伴内・談
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